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先
年
佛
蘭
西
巴
里
剛
な
州
舞
館
《
要
望
○
三
臼
匡
⑦
ｚ
豊
○
コ
呉
①
）
に
於
て
ペ
リ
オ
氏
（
旨
．
爵
三
顧
員
○
・
蒐
集
の
敦
燥
古

文
書
楡
索
の
際
、
偶
觜
そ
の
目
鋒
中
に
興
誕
記
礎
片
（
三
目
巨
胃
昌
冒
函
冒
①
ョ
冨
胃
号
冥
蜜
記
ｚ
ｏ
・
望
昂
）
と
題
す
る
一
の

巻
子
木
を
發
見
し
た
。
常
時
之
は
或
は
聯
の
暦
臨
の
冥
報
記
の
麓
片
で
は
な
い
か
と
考
え
た
が
、
そ
の
内
容
淀
楡
す
る
に
及

ん
で
、
之
は
府
代
の
も
の
で
は
な
く
六
帆
期
の
佛
識
の
應
報
小
説
の
類
で
、
恐
ら
く
還
苑
記
の
礎
巻
で
は
な
い
か
と
考
え
、

試
に
之
を
筆
罵
し
，
そ
の
首
部
を
爲
眞
に
撮
っ
て
持
ち
蹄
つ
た
。
爾
來
草
忙
と
し
て
歎
年
を
經
過
し
た
が
、
此
噸
偶
然
之
を

擁
底
に
見
出
し
た
の
で
改
め
て
内
容
を
締
森
す
る
と
粉
ふ
方
な
く
北
齊
顔
之
推
撰
と
稲
せ
ら
る
ｋ
還
菟
記
（
一
名
錨
魂
志
）

の
感
叶
で
あ
る
こ
と
が
判
か
り
、
そ
の
中
に
は
現
時
の
通
行
本
と
多
少
内
容
を
異
に
し
叉
そ
の
誤
謬
を
訂
正
す
。
へ
き
鮎
も
少

く
な
い
の
で
以
下
此
の
淺
巻
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

遼
鐙
記
が
始
め
て
支
那
の
書
目
に
現
は
れ
た
の
は
陪
書
經
籍
志
雑
傳
類
に
、

敦
煤
本
還
冤
記
残
巻
に
就
い
て

敦
煙
本
還
宛
記
残
巻
に
就
い
て

緒
論

重
松
俊
章

』
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菟
魂
志
三
巻
顔
之
推

上
あ
る
の
が
、
そ
の
初
見
で
、
常
時
此
の
書
は
還
竜
記
と
は
い
は
ず
、
専
ら
宛
魂
志
と
呼
ば
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
此
の

名
孵
は
渦
、
晴
脾
時
代
に
限
ら
ず
、
五
代
今
や
經
て
北
輻
末
期
ま
で
汎
そ
通
行
し
て
ゐ
た
事
雷
は
新
奮
応
垂
呵
辛
婚
め
祷
代
の
郡

樵
通
志
左
ど
に
至
る
壷
で
い
づ
れ
ち
竜
魂
壱
一
源
が
雌
擁
さ
れ
て
ゐ
る
と
上
．
で
判
か
ろ
。
佃
脈
初
の
沙
門
猶
祇
の
法
苑
珠
林

に
は
之
が
迩
魂
志
と
な
っ
て
ゐ
る
に
對
し
て
、
宋
初
李
防
等
の
手
に
な
る
太
平
艦
記
に
は
通
道
記
（
板
本
の
師
類
に
よ
っ
て

は
遼
竃
志
と
あ
り
）
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
竃
魂
志
が
遼
迩
記
と
呼
ぱ
る
上
様
に
な
っ
た
の
は
遅
く
と
も
宋
初
を
下
ら
な

い
。
此
の
事
奮
の
誤
な
き
こ
坐
は
宋
初
王
尭
臣
等
の
手
に
な
る
染
文
總
目
の
侠
文
（
奥
雅
堂
本
）
に
も
矢
張
此
の
名
で
記
さ

れ
て
ゐ
ろ
事
か
ら
も
誰
明
す
る
こ
と
が
出
來
ろ
。

然
る
に
南
宋
以
後
に
な
る
と
迩
魂
志
は
概
ね
現
時
通
行
本
の
如
く
遼
地
記
と
な
り
、
そ
の
巻
數
の
如
き
も
頗
る
随
登
で
、

宋
史
藝
文
志
や
店
宋
罐
書
（
明
・
武
林
・
侯
珊
先
刊
行
）
や
明
・
何
常
の
瀧
魏
撲
害
原
刊
本
（
Ⅲ
庫
杢
詳
細
目
に
擦
る
）
の

如
く
三
巻
と
な
れ
る
も
の
あ
れ
ば
、
或
は
祗
齋
霄
錬
鮮
題
（
南
宋
末
陳
振
孫
撰
）
や
文
献
通
孜
（
元
、
馬
端
臨
拙
）
の
如
く

二
巻
と
な
れ
る
も
の
あ
り
、
荘
だ
し
き
は
明
・
陳
繼
僻
の
密
細
堂
秘
笈
木
や
渚
末
蜀
の
虚
乘
鉤
刊
行
の
洩
魏
撰
害
本
蔵
と
の

如
く
催
に
一
巻
と
せ
る
も
の
も
あ
っ
て
、
諦
家
必
ず
し
も
一
定
し
て
ゐ
な
い
。
惟
ふ
に
之
は
南
宋
以
後
此
の
書
の
原
本
が
礎

緋
或
は
散
供
し
て
、
そ
の
刊
行
蒜
が
聯
伐
木
か
木
と
し
て
刊
刻
し
た
車
瀞
物
語
る
も
の
で
あ
ら
う
。
果
し
て
然
り
と
せ
ぱ
、

此
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
敦
煤
本
の
礎
巻
は
小
く
と
Ａ
此
の
害
が
散
供
す
る
以
前
の
陦
店
時
代
の
眞
貌
尭
伺
ふ
ぺ
き
頗
る
貴
重

の
材
料
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

敦
煙
本
鐙
菟
記
喪
巻
に
就
い
て
三
二

ロ
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敦
煙
本
還
宛
記
鰯
巻
に
就
い
て
三
三

因
に
四
床
全
書
總
目
の
細
者
に
擦
れ
ば
、

此
書
陦
志
不
載
。
瘤
書
藝
文
志
作
菟
魂
志
三
巻
。
文
献
通
考
作
遼
通
志
二
巻
。
老
宋
史
藝
文
志
作
。
顔
之
推
遼
苑
志
。
太

平
満
記
所
引
。
亦
祷
榊
還
充
志
。
與
今
本
合
。
則
府
志
爲
傳
蒋
乏
調
。

と
あ
る
が
、
細
目
の
細
者
は
陪
志
の
小
論
部
に
此
の
・
書
の
記
赦
・
か
な
い
の
か
見
て
祁
卒
に
も
此
書
院
志
乍
載
と
や
っ
た
も
の

で
あ
ら
う
が
焉
ぞ
知
ら
ん
此
の
書
は
防
諜
の
靴
体
翻
に
雁
然
と
記
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
加
之
太
平
胱
記
に
迩
克
志
（
迷
錨
記
）

と
記
載
さ
れ
て
あ
る
が
爲
め
に
（
新
奮
）
肝
詳
の
筑
魂
志
を
仲
罵
之
調
な
ど
と
遮
断
す
る
は
剛
ろ
邨
卒
で
此
の
断
案
を
下
す

前
に
一
應
府
代
の
法
苑
珠
林
な
ど
か
参
照
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
之
は
唯
単
に
そ
の
一
例
孝
畢
け
た
に
過
ぎ
な
い
が
一
冊
に
四

庫
全
書
總
目
編
者
の
表
證
中
に
は
漉
溌
杜
撰
の
も
の
が
多
く
、
韓
兵
そ
の
學
識
の
程
度
の
疑
は
る
Ｌ
も
の
も
少
く
な
い
。
大

冊
か
ら
見
て
總
目
中
稀
全
信
頼
に
値
す
る
も
の
は
經
史
の
二
部
で
、
集
部
之
に
次
ぎ
子
部
に
至
っ
て
は
凋
断
誤
謬
斑
交
と
し

て
屈
指
に
逗
が
な
い
。
此
の
黙
は
読
者
の
最
も
砕
戒
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
ら
う
ｇ

清
僻
は
概
屯
乾
隆
時
代
の
文
教
の
碓
迩
に
眩
惑
せ
ら
る
上
と
共
に
一
方
に
於
て
在
來
の
文
獄
筆
蝸
の
符
威
に
依
て
議
時
の

勅
撰
官
書
の
類
に
對
し
て
は
讃
頬
訓
蛎
至
ら
ざ
る
な
き
布
様
で
、
今
日
か
ら
見
る
と
資
に
苦
堂
し
い
限
で
あ
る
。
清
人
が
、

そ
の
細
纂
に
歎
十
年
の
心
血
ぞ
澱
い
で
朧
代
正
史
中
の
戸
壁
と
誇
稲
せ
る
明
史
に
於
て
す
ら
，
「
某
甲
別
有
仲
』
な
ど
と
記

し
左
が
ら
、
そ
の
傳
葬
縦
ぐ
が
如
き
程
度
の
杜
撰
疏
涌
は
到
虎
に
發
見
せ
ら
れ
、
叉
近
時
縦
交
發
刊
せ
ら
ろ
上
明
清
史
料
筵

よ
っ
て
明
史
の
記
事
孝
棯
討
す
る
時
は
誤
謬
曲
筆
の
跡
を
歴
々
指
軸
す
る
事
が
川
来
る
。

次
に
還
宛
記
の
著
者
に
開
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
階
志
を
始
め
歴
代
史
書
ぬ
目
録
に
は
大
概
皆
な
之
を
以
て
顔
之
推
の
批

､

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｒ
ｌ
ｌ
ｒ
Ⅱ
巳
■
■
■
■
■
■
■
Ｄ
ｌ
Ｌ
■
■
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か
ら
唐
太
宗
貞
観
十
七
年
（
西
紀
六
四
三
年
）
に
亘
り
、
北
齋
書
や
北
史
に
振
る
と
階
文
帝
開
皇
年
中
（
西
紀
五
八
一
’
六
○

○
年
）
に
震
し
た
と
稗
す
る
顔
之
推
は
魏
徴
と
並
枇
の
先
牽
で
あ
る
か
ら
、
吾
人
は
階
書
の
記
事
を
信
頼
し
て
還
宛
記
（
迩

魂
志
）
を
北
齊
顔
之
推
の
手
に
な
る
も
の
と
見
て
差
支
あ
る
ま
い
。
但
、
北
齊
書
や
北
史
の
顔
之
推
傳
に
は
此
書
の
撰
述
に

つ
い
て
一
言
も
ふ
れ
て
ゐ
な
い
の
は
多
少
不
安
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
の
感
も
あ
る
が
、
恐
ら
く
此
の
書
は
佛
教
の
因
果
唯
報

を
述
ぺ
た
る
志
怪
小
説
の
類
に
脇
す
る
が
爲
め
に
、
當
時
の
誤
れ
る
名
教
思
想
の
上
か
ら
態
と
之
を
省
略
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
四
庫
全
書
總
目
編
者
も
既
に
云
へ
る
如
く
、
顔
氏
家
訓
の
中
に
は
佛
教
の
尊
ぶ
べ
き
事
を
述
べ
た
蹄
心
篇
の
如
き

も
の
も
あ
り
、
特
に
姓
ら
中
で
顔
之
推
は
罪
耐
唯
報
の
佛
説
を
力
叙
し
て
ゐ
る
事
疫
か
ら
見
て
も
、
階
志
の
記
述
を
否
定
す

べ
き
調
は
れ
は
な
い
と
考
え
る
。

次
に
還
迩
記
の
編
纂
年
代
に
開
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
此
の
書
が
果
し
て
北
齊
、
顔
之
推
の
撰
と
す
る
も
、
そ
の
編
纂
年

代
は
大
鰐
何
時
頃
と
す
べ
き
か
，
之
を
今
明
白
に
す
る
こ
と
は
頗
る
困
難
で
あ
る
が
、
此
の
書
中
に
前
秦
の
符
堅
を
符
永
固

と
し
て
特
に
惰
岨
の
誌
を
避
け
て
ゐ
る
鮎
な
ど
を
考
え
合
は
す
と
、
此
の
書
の
細
著
は
恐
ら
く
腋
代
ぞ
下
ら
な
い
や
う
で
あ

る
。
從
て
之
老
顔
之
推
の
手
に
な
る
も
の
と
す
る
と
彼
の
晩
年
に
當
ら
階
例
に
慨
に
出
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
來
ろ
で
あ

ら
う
。

ｌ
こ
し
て
ゐ
る
。
陦
害
編
纂
の
総
裁
は
唐
の
魏
徴
で
そ
の
在
世
年
代
は
煙
害
に
依
る
と
北
周
靜
帝
大
象
二
年
（
西
紀
五
八
○
年
）

残
巻
の
形
式
と
筆
嶌
の
年
代

敦
煙
本
迩
苑
訓
残
巻
に
就
い
て

&

一
一
一
一
一
一

｣
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敦
煙
本
還
宛
記
建
巻
に
就
い
て
一
二
四

敦
蝿
巻
子
本
の
様
式
を
見
る
に
紙
質
は
淡
黄
色
で
そ
の
厚
ミ
梢
交
あ
つ
く
．
手
燭
も
滑
か
で
底
い
。
此
の
諏
の
紙
は
巴
里

岡
書
館
所
藏
の
脾
代
の
円
附
あ
る
戸
ｎ
冊
や
刑
椎
齊
な
ど
の
敦
煤
古
文
書
中
で
も
雁
掩
發
見
せ
ら
る
Ｌ
虎
で
あ
る
か
ら
、
此

の
礎
巻
が
唐
紙
な
る
こ
と
は
疑
ふ
餘
地
は
な
い
。
叉
此
の
礎
審
は
縦
約
八
寸
許
り
で
上
下
に
各
一
寸
餘
の
除
白
淀
存
し
、
字

職
は
一
行
概
ね
十
六
・
七
字
（
行
に
曲
て
増
減
あ
り
）
、
奈
冊
で
一
五
七
行
辛
含
可
細
長
い
兼
子
の
礎
片
で
あ
る
（
寓
腫
参

照
）
・字
鵲
は
唐
代
に
よ
く
見
る
肉
太
に
し
て
雄
勁
な
鰯
經
冊
に
し
て
累
字
法
（
父
子
を
重
ね
て
父
舞
子
糞
と
し
、
仁
義
〃
重
ね

て
仁
盈
義
交
と
す
る
な
ど
）
を
使
用
し
、
叉
民
字
彰
反
の
欠
字
に
作
っ
て
ゐ
ろ
。
斯
く
て
此
の
礎
巻
が
紙
質
、
害
糾
堀
字
法

の
上
か
ら
見
て
唐
代
の
も
の
た
る
こ
と
は
一
鮎
の
疑
も
な
い
が
、
之
が
有
府
三
百
年
間
に
あ
り
て
何
れ
の
時
期
に
群
弼
さ
れ

た
か
は
判
明
し
な
い
。
価
、
此
の
礎
巻
上
方
の
欄
外
餘
白
に
華
窟
の
書
縄
と
略
登
同
一
か
と
恩
は
る
Ｌ
字
柵
を
以
て
下
の
如

き
文
句
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
見
る
と
、
此
の
礎
巻
の
誰
罵
は
催
宗
の
中
和
二
年
（
西
紀
八
八
二
年
）
冴
距
る
こ
と
餘
り
遠

く
は
な
い
季
唐
の
筆
に
成
る
こ
と
は
大
總
に
於
て
誤
な
い
も
の
と
考
え
ろ
。
乃
上
柵
記
入
の
文
は

中
和
二
年
四
月
八
日
下
手
銚
碑
。
五
月
十
二
日
畢
。
索
中
正
巳
下
三
女
夫
。
作
設
於
西
牙
碑
畢
之
會
。
尚
書
其
日
犬
悦
。

（
ｐ
↓
）

兼
賞
設
。
价
俗
已
下
四
人
。
皆
沽
鞍
馬
繩
湘
。
故
記
子
紙
。

と
あ
る
も
の
が
夫
で
あ
る
。
此
に
中
和
二
年
と
あ
ろ
は
府
僻
宗
の
年
號
で
、
此
時
河
西
四
郡
を
領
し
て
尚
書
と
呼
ば
れ
て
ゐ

た
蒜
は
誰
で
あ
っ
た
か
。
巴
里
閏
立
岡
書
館
所
藏
の
敦
煙
文
書
中
に

（
肺
義
）
軍
節
度
使
検
校
司
徒
南
陽
張
府
君
墓
誌
銘

口
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と
題
す
る
張
准
深
の
墓
誌
が
あ
る
亀
①
三
○
Ｔ
文
書
三
九
一
三
號
）
。
軍
上
の
歸
義
の
二
字
は
釧
傲
判
明
し
な
い
が
河
西
に
置

か
れ
た
歸
義
軍
な
る
こ
と
は
菜
誌
銘
の
内
容
か
ら
推
し
て
明
か
で
あ
る
。
撰
考
は
節
度
掌
詳
記
兼
御
史
中
正
柱
閾
賜
緋
魚
袋

張
景
球
と
い
へ
る
者
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
記
述
に
よ
る
と
張
准
深
は
字
澁
伯
と
い
ひ
敦
煙
信
義
人
で
，
肌
父
を
工
部
尚
書

張
誰
逸
と
云
ひ
考
は
贈
散
騎
常
侍
張
議
諏
で
あ
る
。
其
の
仕
履
官
歴
は

大
中
七
減
（
宜
宗
、
両
紀
八
五
三
）
便
仔
敦
煙
太
守
（
中
略
）
・
乾
符
之
政
。
以
功
再
建
節
旋
（
中
略
）
公
以
犬
順
元
年

二
月
二
十
二
日
頭
姥
於
本
部
、
時
年
五
十
有
九
・

と
あ
る
。
此
に
乾
符
之
政
と
あ
る
の
は
傭
宗
初
期
の
王
仙
芝
や
苦
巣
の
凱
辛
指
す
も
の
で
そ
の
平
定
に
功
が
あ
っ
た
爲
め
に

張
准
深
は
歸
義
軍
節
度
使
と
し
て
河
西
、
郡
に
節
旋
券
建
た
鴫
の
で
あ
喝
弓
。
而
し
て
彼
は
昭
宗
の
夫
順
元
年
（
西
紀
八
九

○
）
に
年
五
十
九
で
卒
し
て
ゐ
る
か
ら
、
交
宗
太
和
五
年
（
西
紀
八
三
一
）
に
生
れ
、
僕
宗
の
中
和
二
年
（
西
紀
八
八
二
）

に
は
齢
既
に
知
命
葬
踊
え
て
河
西
の
察
族
張
氏
一
門
の
統
領
の
地
位
に
油
合
せ
る
年
輩
で
あ
っ
た
。
羅
振
王
氏
の
張
義
湘
体

（
雪
堂
叢
刻
）
に
擦
る
と
張
義
潮
は
穴
宗
大
中
五
年
（
西
紀
八
五
こ
河
西
諸
郡
十
一
州
を
吐
蒋
の
手
よ
り
奪
還
し
て
唐
に

献
上
し
た
功
に
因
て
沙
州
に
師
義
軍
を
世
い
て
此
等
の
諸
那
を
支
配
せ
し
め
、
吏
部
尚
書
に
任
ぜ
ら
れ
食
邑
二
千
戸
に
封
ぜ

ら
れ
た
が
、
謎
宗
の
成
迩
八
年
（
西
紀
八
六
七
）
脈
に
入
朝
し
て
か
ら
は
京
師
に
田
宅
毒
賜
は
っ
て
岡
に
師
ら
す
、
肺
義
軍

幕
府
の
職
は
從
子
張
派
深
に
代
行
せ
し
め
、
成
通
十
三
年
（
西
紀
八
七
二
）
義
潮
が
認
し
て
か
ら
璃
溌
と
も
に
、
帳
泄
深
が

節
度
使
の
職
彰
襲
ふ
た
と
い
ふ
事
を
論
證
し
て
を
ろ
か
ら
、
前
記
遼
迩
記
礎
巻
の
上
側
の
記
事
に
あ
る
僻
宗
中
和
二
年
に
河

西
地
方
で
節
施
浄
建
て
て
尚
書
↓
呼
ば
れ
て
ゐ
た
も
の
は
張
派
深
卒
除
い
て
他
に
そ
の
人
は
底
い
。
尤
も
張
派
深
の
前
記
の

敦
煙
本
還
苑
記
残
巻
に
就
い
て
一
二
五

、

’
1

1

1

1

h
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敦
煙
本
還
苑
説
残
巻
に
就
い
て
一
二
六

基
誌
銘
に
は
そ
の
官
職
が
検
校
司
徒
と
な
り
尚
書
で
は
な
い
が
、
中
和
二
年
の
甑
に
尚
書
で
あ
っ
た
張
泄
深
が
、
そ
の
卒
年

の
大
順
元
年
頃
に
は
司
徒
に
陸
任
さ
れ
て
ゐ
た
・
も
の
と
老
ふ
れ
ば
よ
い
。
宋
洪
遇
の
容
齋
三
筆
に
、

睡
酢
騨
侭
、
静
溌
棒
昏
。
蜂
・
神
即
丞
存
紳
騨
詐
倖
。
（
哩
捧
恥
聯
弥
弾
池
侭
恥
。
乱
雲
詐
後
。
能
至
レ
此
者
輩
少
。

僻
昭
以
降
・
藩
鋲
礎
弧
。
武
夫
得
ｙ
志
。
縄
張
二
節
鋤
一
。
其
聲
級
己
高
。
於
‐
是
復
升
二
太
保
・
犬
仰
・
太
尉
》
。
其
上
惟
交

有
二
太
師
一
。
故
將
帥
悉
稲
二
太
尉
一
云
令

と
あ
る
の
を
参
照
す
れ
ば
此
の
間
の
事
愉
か
判
明
す
る
で
あ
ら
う
。
又
前
記
礎
巻
上
欄
記
事
中
の

索
中
氷
已
下
三
女
夫
。
作
設
於
西
牙
碑
畢
之
會
。

と
あ
る
索
中
丞
以
下
の
三
女
夫
と
稲
す
る
者
は
文
脈
の
開
係
か
ら
見
る
と
此
の
尚
書
（
即
ち
張
准
深
）
の
女
婿
と
す
べ
き
が
如

き
も
、
事
貸
は
張
派
深
の
先
人
張
義
潮
の
女
婿
た
る
索
軸
や
李
明
振
（
外
一
名
は
曹
義
金
乎
）
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い

か
。
羅
振
王
氏
の
張
義
潮
傳
に
よ
る
と
氏
は
李
氏
榔
修
功
徳
碑
や
索
法
祁
浦
銘
や
勝
書
・
迩
鑑
な
ど
の
史
料
に
雑
い
て
張
義

湖
に
索
勤
や
李
明
振
な
ど
の
妬
か
あ
り
、
張
准
深
及
び
そ
の
後
繼
看
の
張
某
の
硬
後
、
常
時
瓜
州
刺
史
で
あ
っ
た
索
勤
が
自

か
ら
張
氏
に
代
っ
て
節
度
使
を
細
し
蛾
胴
元
年
（
西
紀
八
九
二
）
店
昭
宗
か
ら
之
を
認
許
さ
れ
た
の
で
衆
怖
恢
猟
し
経
に
張
義

潮
の
女
婿
凉
州
司
馬
李
明
振
か
出
で
Ｌ
そ
の
難
従
定
め
索
勤
を
詠
し
、
義
潮
の
孫
を
朝
に
諸
ふ
て
節
度
使
と
し
た
始
末
か
記

さ
れ
て
あ
る
か
ら
、
此
に
見
ゆ
ろ
索
中
丞
已
下
三
女
夫
と
い
へ
る
も
の
は
索
勤
・
李
明
振
等
を
指
せ
る
も
の
と
余
は
考
え
る
。

以
上
、
記
辿
か
、
餘
箏
に
亘
つ
た
や
う
で
あ
る
か
店
末
河
西
地
方
の
歴
史
は
新
醤
唐
書
を
姑
め
五
代
史
・
宋
史
・
迩
鑑
等

に
遺
漏
多
く
河
西
の
雄
藩
張
曹
剛
氏
吻
消
息
も
不
明
の
黙
か
多
い
の
で
此
の
機
會
に
一
言
之
に
鯛
れ
た
課
で
あ
る
。
い
づ
れ

､

●

－



－

｛

に
し
て
も
此
の
礎
巻
の
上
棡
吃
附
記
せ
る
文
句
は
廉
傅
宗
中
和
二
年
に
歸
義
軍
節
磨
使
張
准
深
に
依
っ
て
某
碑
の
掩
設
式
が

行
は
れ
た
事
を
記
し
た
も
の
で
、
從
て
此
の
還
竃
記
の
建
巻
は
此
の
文
句
の
記
入
丑
ら
る
Ｌ
以
前
に
既
に
筆
篤
さ
れ
て
ゐ
た

事
は
疑
鼻
餘
地
は
な
い
。
佃
、
礎
巻
の
字
僻
と
上
棚
記
入
の
字
鰐
と
は
可
な
ｈ
能
く
類
似
し
或
は
同
一
手
蹟
な
る
か
浄
疑
は

せ
る
程
で
あ
る
が
、
之
が
果
し
て
同
一
人
の
華
蹄
な
り
上
す
れ
ば
礎
未
筆
篤
の
年
代
は
自
か
ら
解
決
せ
ら
る
上
わ
け
で
あ
る
。

ｏ
Ｏ

Ｏ
。

尚
賎
総
支
法
存
の
條
の
王
談
か
腰
記
に
は
王
諏
に
作
っ
て
ゐ
る
が
、
之
れ
が
若
し
稲
諏
の
避
諫
で
あ
る
と
す
る
と
、
此
の
礎

鋸
の
筆
篇
は
張
義
潮
、
賑
沸
深
時
代
の
明
の
Ｌ
〃
見
ね
ば
た
ら
ぬ
。
閃
に
淺
巻
の
字
冊
は
唐
代
に
於
て
能
く
見
島
ろ
ｋ
罵
經
鰐

で
、
殺
を
然
、
叔
浄
舟
、
徐
を
徐
、
街
を
街
と
す
る
な
陛
頗
ろ
特
色
あ
れ
ど
〃
之
は
常
時
の
専
門
的
篇
經
生
の
手
に
な
っ
た
も

の
で
な
く
、
軍
に
私
人
の
筆
録
に
過
ぎ
な
い
事
は
紙
面
に
錐
抹
訂
正
の
跡
の
存
す
る
事
に
よ
っ
て
も
判
か
ろ
や
ら
で
あ
る
。

の
符
永
問
い
李
期
㈹
劉
毅
側
孔
韮
⑤
洲
渠
蒙
遜
⑥
支
法
作
例
張
超
⑧
張
稗
側
呂
慶
岨
仙
諸
葛
覆

、
東
海
徐
某
旭
太
樂
伎
咽
郵
腕
胸
諏
章
王
禰
疑
胴
城
陽
王
元
徽

の
順
序
に
依
る
傑
糞
十
五
項
で
、
之
を
現
行
の
廠
洪
魏
本
や
陳
秘
笈
本
な
ど
に
比
べ
る
と
夫
拷
順
亜
、
眠
記
と
な
っ
て
ゐ
る

に
過
ぎ
な
い
礎
片
で
あ
る
が
筋
に
、
餐
僻
の
結
樅
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
判
然
し
な
い
。
併
な
が
ら
各
項
目
の
配

列
順
序
は
著
し
く
現
行
の
遼
迩
記
と
異
っ
て
ゐ
る
。
從
て
南
宋
以
後
の
礎
峡
若
く
は
枇
快
の
刻
本
に
比
し
て
階
店
時
代
の
眞

鋤
拠
本
漁
苑
記
残
稚
に
就
い
て
一
二
七

此
の
礎
巷
の
奄
冊
は 残
巻
の
結
構
と
内
容

１
１



敦
煙
本
還
苑
記
幾
巻
に
就
い
て
一
二
八

貌
を
仰
ふ
る
も
の
と
老
え
て
よ
い
。
今
参
一
老
の
爲
め
此
の
還
施
記
の
残
巻
の
攻
目
と
現
行
本
の
そ
れ
と
を
比
較
す
れ
ば
左
の

如
く
で
あ
る
。

敦
雌
鶴
巻
慮
漢
魏
本
陳
繼
峨
秘
笈
本

仙
（
輌
）
符
永
岡
齊
文
姜
力
士
含
玄

側
李
期
呉
王
夫
韮
諸
葛
覆

側
劉
毅
何
敞
夏
侯
玄

側
孔
基
王
帷
子
吉

。
⑤
沮
渠
蒙
遜
子
吉
齊
文
美

⑥
支
法
存
晋
力
士
金
脈
呉
王
夫
栄

例
張
超
諸
葛
覆
張
詐

⑧
張
稗
夏
侯
玄
麹
倫

側
呉
慶
岨
張
祁
太
樂
枝

、
諸
葛
覆
麺
倫
郵
漉

、
東
海
徐
架
太
樂
伎
諦
疑

哩
太
樂
伎
鄙
澆
元
徽

仙
鄙
涜
箭
察
復
嬰

I
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徽疑
敦
煙
本
浬
苑
記
残
巻
に
就
い
て

張王淋王沮支司東劉呂張張李符桓元
渠法馬海 度 水

駿範股濟蒙イ｣之 宜徐毅 11稗超期間温徽
遜 王某

桓禽經王劉呂張張李符
度 水
毅肌稚超期間

東
海
徐
某

司
馬
宝
王

支
法
存
亮

洲
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遜
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I

、

前
文
欠

軸
蝿
本
還
苑
記
磁
巻
に
就
い
て
一
三
Ｑ

細
欠
羊
恥
王
濟

卸
欠
孔
韮
淋
股

浬
欠
灰
亮
王
範

鍋
欠
欠
張
駿

鋼
欠
欠
羊
珊

弱
欠
欠
孔
韮

船
欠
欠
灰
亮

次
に
敦
煙
淺
巻
の
内
容
を
一
僻
す
る
に
、
之
に
は
信
川
に
仙
す
べ
き
遼
迩
記
の
古
刻
本
が
不
幸
余
の
手
許
に
な
く
、
現
在

所
持
の
陳
秘
笈
本
は
何
鐘
の
漢
魏
推
害
原
刊
本
に
比
べ
る
と
刊
削
不
完
で
あ
る
と
い
は
れ
、
虎
漢
魏
本
も
明
侯
瑞
先
の
店
宋

叢
書
の
割
裂
不
全
の
害
で
あ
る
か
ら
礎
悲
の
内
容
を
之
等
の
害
と
比
較
藷
椎
す
る
に
足
り
な
い
。
從
っ
て
之
は
他
日
遼
鉋
記

の
完
全
古
刻
み
得
る
の
機
禽
に
誰
り
、
今
は
試
に
此
の
礎
巻
の
内
容
を
法
苑
珠
林
や
太
平
窟
記
に
引
用
せ
る
侠
文
と
比
較
し

て
参
考
に
賛
す
る
事
と
し
た
。

敦
僅
本
還
冤
記
残
悲
（
原
文
）

（
釧
雑
卿
認
識
崎
趣
稚
鋤
“
辮
及
）

b

弔
ｒ

’

’
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｜

’

０
０
Ｏ

い
口
永
固
子
券
討
慕
容
泓
爲
泓
所
敗
葬
脳
死
之
調
謡
榊
誹
蝿
糾
養
巻
延
詣
水
間
謝
罪
蝿
趣
誇
辨
永
固
怒
既
甚
却
獣
其
使
言
澆
益

０
Ｏ

恐
牒
逢
奔
西
州
迩
衆
士
卒
而
自
描
置
蝿
酵
識
枕
永
岡
頻
爲
慕
容
仲
所
敗
仲
艸
催
理
永
岡
訓
僻
琳
又
見
妖
昨
煙
起
搾
瞬
林
鯨
一
走

．
０

．
０
。
？
原
本
字
多
破
損
、
然
微

五
將
山
一
潭
即
遥
驍
將
軍
臭
中
園
・
水
岡
聡
辮
幟
轄
誹
排
辨
銅
噸
半
呼
封
刷
以
逢
菱
刈
日
囚
之
以
求
團
國
函
匹
見
傅
剛
璽
及
四
字

令
祗
讓
永
岡
不
從
數
以
叛
逆
之
罪
喪
途
殺
之
昨
呼
榊
帝
瞬
坤
繩
郵
字
律
榊
氷
問
屍
雑
蜘
総
評
誹
鞭
雌
無
殿
坤
紳
衣
裳
僻
鋤
轆
林

聴
之
以
稗
掘
吹
埋
之
及
養
遇
疾
即
夢
永
岡
將
天
官
使
者
及
鬼
正
〈
数
百
突
入
評
恥
稚
耐
熱
轌
養
藍
仰
拷
走
入
後
帳
宮
人
逆
來
刺

鬼
談
中
養
陰
鬼
即
相
謂
日
砿
群
死
鹿
厩
礎
確
林
抜
去
矛
匁
出
血
石
餘
忽
然
驚
癖
即
忠
陰
皿
令
時
刺
之
流
血
如
夢
又
狂
言
日
殺

Ｏ

陛
下
春
臣
鼎
蕊
耳
非
臣
蚕
罪
願
不
賜
柾
夢
後
三
日
死
》
嬉
珠

叩
李
雄
既
王
於
蜀
潅
誹
對
穀
塑
誰
痔
峠
湖
鮴
丞
弛
津
｛
空
罐
辨
郵
釧
以
期
從
叔
詳
襲
期
被
唆
爲
叩
都
公
幟
確
報
誹
殺
之
而
簿
自
立

○
○

○

○
Ｏ

惟
識
癖
鍛
毒
性
素
凶
狼
猜
忌
僕
射
禁
施
等
以
正
直
杵
匠
圖
匪
之
嘩
諏
斡
聯
郵
罐
報
轆
鮨
以
鉦
幾
志
か
病
恒
見
李
期
蕊
射
而
爲
崇

嘔
血
而
死
，

Ⅱ

出
寺
後
崗
上
大
樹
自
縊
而
死

薮
蛇
本
遼
錐
記
残
巻
に
就
い
て へ
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ｆ
ご
券
側
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撫
軍
昔
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没
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師
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近
来
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有
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寺
殺
之
毅
便
歎
吃
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・
１
１
■
咀
・

法
苑
珠
林
巻
九
十
一
、
十
悪
補
宋
撫
軍
將
軍
劉
毅
條
。

竝
太
平
廠
記
巻
一
百
二
十
六
唯
報
類
劉
毅
條
。

法
苑
珠
林
巻
九
十
一
（
菟
魂
志
）○○

０
○

○

宋
高
祗
平
桓
玄
後
。
以
劉
毅
魚
撫
砿
將
軍
荊
州
刺
史
嘩
秤
雌
繩
嘩
到
州
便
牧
牛
牧
寺
僧
主
云
。
藏
桓
家
兒
。
度
爲
沙
彌
。

Ｏ

井
殺
四
道
人
誌
咋
華
岬
馳
澤
酔
後
棒
夢
見
此
僻
來
云
鍬
邦
無
講
何
以
柾
見
殺
貧
道
諏
霊
垂
貧
道
己
白
於
天
帝
。
恐
君
亦
不
△
△

得
久
。
閃
途
得
病
不
食
。
円
淋
硫
痩
幟
鰄
砺
常
發
楊
都
時
錨
翠
塞
下
多
有
諏
封
踏
俊
崖
宰
輔
《
函
稚
幅
誹
雫
、
宋
高
岨
閃
迭

人
征
之
。
毅
敗
夜
単
騎
突
川
投
牛
收
希
錘
掘
諫
不
轄
礁
樟
岬
誕
備
能
幟
罰
操
誕
津
樗
群
奔
師
。
我
道
人
自
無
報
仇
之
理
。

△
△
△
△
△
Ｏ
△
Ｏ

坤
呼
垂
辮
此
。
ご
蠅
耀
律
零
嶮
峨
霊
紅
揃
云
天
帝
常
收
撫
軍
蜂
孝
鋒
雪
。
凝
健
齪
峰
。
昨
学
齢
諒
砿
識
糀
祁
誰
又
姥
か
撚

匪
締
昨
雍
心
華
蜘
珪
鉦
嶬
困
字
、
（
秘
岬
極
挙
華
君
）

仙
會
稽
孔
基
確
鋤
蔀
啼
勤
皐
有
志
操
態
結
族
人
孔
敞
蛛
紳
碓
燕
延
侭
其
二
子
以
蕪
爲
師
謡
淋
睡
誰
恥
儲
郷
而
敞
子
帷
兇
撫
稚

○

辨
作
趣
祁
飛
跡
碓
稀
岬
趨
基
展
言
さ
於
敞
識
剰
睡
此
耐
常
有
恋
毒
檸
確
認
蒜
敞
雰
喪
亡
服
制
既
除
基
以
猪
哲
乃
弥
羊
澗
祇
祁
硬

ｆ
ｒ

３

○

○
○
○
Ｏ

往
看
一
一
良
子
上
猫
懐
宿
怨
“
罰
俸
弄
辨
候
拝
雑
然
遼
奴
於
路
側
殺
華
癖
稗
奴
還
未
至
価
見
基
來
罐
舜
朽
張
目
嬢
挟
随
詫
言
日
好

醜
小
緊
峰
鋤
狩
人
面
獣
心
吾
奉
津
誕
睡
確
誹
伸
檸
榊
淋
鑑
域
哉
、
平
生
有
何
怨
悪
候
道
見
害
慢
天
忘
父
繩
固
誰
天
沖
雅
琴
幟
州

○

○

Ｊ
’
一
而
岬

舩
岼
吟
祇
罰
要
常
断
汝
家
諏
從
此
之
後
數
曳
見
形
幟
癖
醒
恥
孔
氏
無
幾
大
諏
呼
識
榊
幟
岬
忽
便
絶
例
蠅
枇
荒
岬
識
州
恥
癖
癖
、

｜
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－

己
姥
癖
地
睡
飛
報
次
者
尋
復
病
碓
雑
配
蝕
岬
唖
苓
錘
兄
弟
無
後
謹
雲
癖
芯
峰
坤
岬
悲
岬

㈹
棚
渠
蒙
録
画
時
識
釧
淋
癖
峠
極
峰
艤
錘
存
沙
門
曇
摩
諦
椎
認
幟
釧
止
祁
峰
岬
辞
誠
仲
逹
多
識
爲
遜
之
所
信
車
錘
跡
誰
鋤
諾
魏
挿
造

．

李
愼
拝
遜
爲
凍
王
聴
僻
雌
記
地
理
唖
伽
鐸
智
伽
求
埜
摩
識
家
遜
惟
而
不
與
価
幟
記
蹄
砂
謝
帳
幟
林
曇
摩
識
意
欲
入
魏
唾
幟
嘩
癖

。
。

．

○
○
○
Ｏ

唾
從
蒙
遜
荊
行
蒙
遜
怒
殺
之
既
而
左
右
常
白
日
見
曇
摩
識
砿
記
鐡
媚
頸
詐
蛾
輻
以
劔
蠣
蒙
遜
因
以
疾
而
死
“
恥
報
下

側
支
法
存
者
奉
計
胡
人
蕃
淋
準
雑
詐
牡
補
認
長
生
肱
州
誹
雑
確
報
副
妙
善
醤
術
途
成
巨
富
有
沁
心
詠
紳
池
睡
碑
彬
恥
試
錐
繩
離

I

。

岬
鋤
婚
百
種
形
像
光
彩
峨
酢
華
記
頸
魎
恥
癖
睡
岬
作
又
有
沈
香
八
尺
板
淋
居
常
芥
馥
王
談
爲
匿
州
刺
史
峨
郵
鐸
談
大
兒
肋
之

○
○
つ
Ｃ
ｏ
ｏ
謀
Ｃ

Ｏ

歴
求
二
物
法
仔
不
與
王
因
法
存
豪
富
殺
而
籍
没
家
財
雛
畔
薦
嫁
溌
轆
鰭
聡
轤
灘
鑿
臓
死
後
形
見
於
府

内
靴
打
僻
錘
似
若
栂
魅
雑
搾
継
祁
野
竿
延
癖
鋤
辮
繩
岬
獅
謹
迦
術
如
此
謹
詐
垂
謡
鶴
癖
舞
諏
辨
鈩
僻
認
識
翻
狩
又
恒
見
法
存
守
之

少
時
逢
亡
肋
之
至
楊
都
又
砥
轆
極
卸
陸
詐
礎
識
字

０
Ｏ

Ⅷ
高
平
金
郷
張
超
先
與
同
縣
懇
願
以
宋
尤
嘉
中
爲
か
恥
や
幟
琳
郁
秤
祉
轆
琴
舞
い
睡
確
詐
錘
誌
惇
琢
廻
誰
群
惚
所
殺
成
疑
是
超

ｉ鍛
淋
存
誰
弄
倶
趣
緯
炉
一
坐
緋
卿
瞬
岬
遼
家
峰
秘
跡
稲
葎
識
涯
睡
癖
蠅
跡
官
）
入
山
偉
体
僻
榊
榊
材
裡
願
兄
子
銅
烏
幟
榊
蝿
威
執
弓

◎
Ｏ

持
矢
丼
毒
酒
幟
雑
岬
唾
跡
噸
娠
繩
軸
就
山
肌
之
恢
岬
肌
掛
酌
已
畢
銅
烏
日
明
府
昔
筈
我
叔
無
容
同
赦
天
日
》
吟
幟
坤
織
匿
引
弓

〃
〃
ｊ
６
Ⅲ
‐

天
帝

射
之
恥
砥
霊
魂
銅
癌
峰
殖
麺
銅
烏
其
夜
見
超
云
我
不
殺
汝
叔
碑
匙
珪
害
侭
侭
轆
把
今
已
上
訴
故
來
相
報
引
刀
刺
之
吐
血
而
死
。

川
下
郡
張
稗
者
家
世
冠
族
末
葉
衰
微
有
孫
次
雄
雛
酔
抵
塞
酔
織
酎
極
秘
誹
誹
噸
隣
人
奉
姻
爲
妾
稚
岬
恥
排
岬
擢
稚
岬
珠
稗
以
奮

門
之
後
耽
而
不
許
蝿
無
郡
人
念
之
乃
焚
其
屋
稗
途
嶢
窪
津
不
在
黙
辮
勤
評
後
埋
鰐
口
知
怖
口
而
長
隣
人
之
勢
稗

。

１

敦
煙
本
盤
菟
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残
巻
に
就
い
て
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I

儲
有
紳

辨
稲
誠
蔀
執
鷺
覗
便
毒
呼
昨
至
心
枢
所
児
日
砿
耐
稲
柳
畔
畔
率
柳
犯
率
睡
誠
緬
酔
郭
川
飛
茶
酷
如
此
一
Ｗ
“
割
趨
糊
一
魂
□
□
口
使
知

田
ｏ

権
〈
、
吾
湖
峰
噸
耐
誹
趣
需
坪
莞
蝿
碑
幟
蛾
諏
既
還
至
三
吏
見
度
祀
來
云
近
履
行
見
識
子
畦
唯
不
理
訴
詳
痛
治
華
癖
癖
緋
秤
諦
轤
需
常

●

Ｏ

奴
途
以
斧
斫
我
背
將
帽
塞
口
因
得
播
奴
三
指
悉
皆
破
砕
便
取
刀
刺
我
頚
曳
著
後
門
一
初
見
殺
時
諸
從
行
人
亦
在
雑
岬
睡
癖
峰
擁

穿
雪
蕊
融
叛
我
己
釘
我
頭
著
壁
塙
誌
耀
牒
鰯
鍵
錨
擢
議
識
言
需
滅
蝶
誹
無
期
溌
鑿

Ｏ

奴
手

其
父
母
酔
耐
溌
稚
娠
雌
癖
蝿
跨
詔
剰
麺
幟
琳
誹
早
溝
覗
奴
所
住
確
果
有
一
把
髪
以
竹
釘
之
又
看
園
指
並
見
艇
俸
幟
醗
職
似
錐
奴

雛
朧
蕪
灘
總
嫌
総
騨
叉
鮮
瓢
反
逆
何
以
不
逃
奴
云
頭
如
被
繋
縦
逃
不
得
蕊
諜
謹
雛
謬
同
見

○
○

○
○

生

者
事
事
和
符
即
焚
教
子
井
其
二
息
雌
割
舞
踊

・
・
戒
職
珠
林
匿
記

⑭
瑛
耶
諸
葛
覆
宋
永
嘉
年
恥
爲
沁
降
太
守
稚
誹
電
確
認
岬
叫
錘
嘩
群
称
呼
家
累
悉
從
楊
都
唯
將
長
子
元
崇
述
職
皆
竹
筵
職
）

。
０

０
Ｏ

覆
於
郡
病
亡
元
崇
年
始
十
九
逢
喪
欲
遼
覆
門
生
何
法
价
食
其
聲
貨
與
作
共
推
元
崇
堕
水
而
死
因
分
其
財
群
錨
蠅
識
伽
識
年
其

Ｉ
Ｊ
Ｏ
Ｏ

心
宋
時
永
康
人
呂
慶
岨
家
従
締
術
稗
雑
識
時
迦
稚
副
侭
雌
諦
作
侭
一
奴
名
教
子
守○

．

舜
浄
罹
侭
樒
銅
極
酵
蝿
睡
池
癖
邸
蓉
郭
榧
誌
刎
忽
爲
奴
所
殺
瞬
恥
侭
幟
記
族
弟
無
期

男
Ｏ

轆
記
恥
跡
如
畔
緬
叉
食
北
へ
財
腫
而
不
言
嫁
女
與
之
錘
誠
秤
嘩
秤
趣
磧
幽
後
經
一
年
邦
夢
見
稗
日
汝
爲
兒
干
逆
天
不
孝
棄
親
就
怨

○

○
Ｏ

潜
同
兇
猿
舞
耐
輸
咋
翫
謡
便
捉
邦
頭
以
手
中
桃
搾
刺
之
椛
錦
織
搾
邦
閃
病
雨
日
賦
叩
而
死
榊
岬
幟
耐
融
邦
死
日
隣
人
叉
見
稗

○
Ｏ

天
宙

排
門
直
入
鑑
罰
靹
下
張
目
撰
挟
日
君
時
樅
悪
酷
暴
之
蕗
柾
見
殺
褥
瞬
秘
密
錨
才
藷
班
嘩
緋
我
已
上
訴
事
雌
巾
雪
却
後
数
日
令
飛

Ｏ
ｏ
珠
林
覗
投

知
之
鄭
人
得
病
尋
亦
碩
硬
作
砠
投

１
０
０
。
ｏ
田
。
隈
似
廊
勵
腓
作

Ⅸ
宋
時
氷
康
人
呂
慶
岨
家
従
紳
《
紬
幟
鮴
群
時
唾
幟
訓
揖
峨
諏
作
侭
一
奴
名
教
子
守
覗
野
舍
水
嘉
中
震
覗
向
往
案
行
秘
琳
嚇
匪
蘋

f

営
字
、

噛

敦
埋
木
迩
宛
記
礎
巻
に
腕
い
て

１

１

英
知
其
峨
以
可
報
者

一
姻
料
珂
畢
恩
詞
剛
蝿
閥
謂
爲
城
帆
一
歌
恥
班
披
哩
排

先脳

飾泄
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難
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●

家

夜
元
異
母
陳
氏
蔀
見
元
崇
還
具
救
捷
亡
及
其
身
被
殺
琴
咋
．
誰
癖
諏
熱
嘩
蝿
嘩
排
巍
岬
へ
僻
癖
詫
雌
下
戸
骸
読
漂
怨
酷
娠
、
確
癖
嘩
稲

◎
つ

○
○

○
○

奉
遠
緊
栽
一
日
焉
鄙
街
悲
茄
恨
如
何
可
読
戯
漱
不
能
自
勝
峰
癖
鍛
林
叉
一
云
行
速
癖
《
極
阿
臥
窓
下
脈
上
以
頭
枕
窓
日
覗
兒
眠
鹿

○
０

．
○油
測
如
人
形
蝋
瑚
礁
熱
蝿
鶏
鰹
駕
期
應
溌
鰭
餓
撫
線
謡
祁
於
剛
蕊
家
暁
泣
騨
蘇
麟

。
Ｏ

脚
剛
岬
識
岬
叉
干
蒔
徐
泰
之
鱗
除
毒
州
徐
逝
充
魚
長
兎
逝
圭
唯
陳
匪
從
帖
兒
他
、
疏
咋
群
．
娘
報
い
飛
耐
轆
睡
軒
岬
詫
託
二
徐
桧
之

二
徐
遁
遇
諸
葛
輌
船
砺
碗
涯
糀
錦
咽
一
崎
虻
父
子
亡
再
悉
加
鬼
語
華
斡
省
乃
收
伸
渉
伽
推
伸
一
。
一
岬
磁
岬
作
鍛
獅
諏
聿
綱
以
即
皆
欺

○
っ
○
０

０

０

服
依
注
殺
之
亜
弗
人
逢
喪
歸
逹
概
祁
雑
郡
鍛
獅
蝉
擢
幟
僻
認
鋼

１
１
ノ
○
○
○
Ｃ

Ｏ
。

Ｗ
東
海
徐
葉
甲
前
妻
許
氏
生
一
男
塩
織
旧
而
許
氏
云
亡
鴎
耐
愁
擁
榧
噸
匪
狐
竜
嘩
彗
叩
誕
騨
奉
配
跳
畔
榊
誇
亦
桐
誕
ご
鐡
婚
恥
改

婆
陳
曳
坪
坤
沖
磨
志
癖
一
昨
琴
蓉
や
琳
一
轆
郵
挙
悲
曄
峠
州
都
堂
唾
牙
志
陳
氏
後
産
一
男
生
而
兜
之
日
汝
若
不
除
織
旧
非
卉
子
也
因

○
Ｏ

ｏ

ｏ
０
０
Ｏ

拝
む
鮮
鋤
作
蜘
稀
棒
鋤
伸
也
峨
坤
細
締
畦
繩
緬
杵
岼
輌
嘩
蔀
鯆
幟
納
坪
鍛
恥
於
果
椛
打
織
川
備
誇
苦
悲
飢
不
給
食
突
不
加
架
雌

今
、

燕
雌
虻
鶇
恥
州
吋
弱
又
多
不
在
径
妻
参
垂
岼
睡
築
酔
認
蝿
群
確
僻
諦
濡
津
鍛
嘩
嫡
郁
癩
燕
「
塞
唾
幟
狸
禧
《
恥
鋤
亜
繊
川
竜
以
凍
餓
病

０
０

０
０
０
Ｏ

氏
ｏ
Ｏ
Ｏ

靜
驚
年
募
瀦
鰯
撫
淵
雛
鴨
難
鋤
亡
浄
係
蝋
絢
耀
濤
需
陳
雌
同
我
織
旧
也
侮
錐
叶
罪
横
見
驚
我
母

７

訴
怨
鵡
學
得
寿
綿
‐
祥
。
氷
耐
錨
作
無
知
麺
溌
畔
榊
姉
帳
岬
函
恥
岬
榊
諦
牝
趣
耐
鍼
瀧
攝
蝿
幟
癩
病
與
我
辿
苦
時
同
將
去
自
有
期
日
我

今
停
此
待
之
聴
如
生
時
家
人
読
客
不
兄
共
形
祷
剛
典
語
於
、
糒
在
嶬
蕊
上
住
職
舞
靖
陳
氏
鮮
離
篤
設
簿
蝿
云

０
０

０
○

不
須
如
此
餓
我
令
死
皿
”
墓
一
准
町
龍
洲
謝
癖
ゞ
識
岬
榊
《
恋
鋤
蹴
嬉
祢
非
榊
《
啼
轆
榊
榊
噸
信
菫
辱
砿
掘
誹
職
氏
硴
野
夜
穎
語
道
之
鬼
閥

○
Ｏ

竪
日
何
敢
道
我
今
常
断
汝
尾
棟
拠
川
鋸
蝉
屑
薄
拉
然
有
騨
如
棟
笹
崩
畢
家
走
州
炳
燭
照
之
姉
播
媚
壁
瞬
琳
職
無
咋
蝿
恋
癖
峰
咋

敦
煙
本
還
菟
記
残
巻
に
就
い
て

一
三
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里
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誌
灘
識
瀞
講
灘
蕊
蕊
燕
:婁
試
獲
篭
裳
匝
蛤
謹
群
串
謝
岬
唱
睡
拳
趨
鑿
誕
咄
量
噸

惑
塗
繼
華
装
義
霊
亜
幹
繧
窯
持
環
塞
蕊
禰
篭
謹
製
蕊
蕊
謂
筆
製
塞
澤
譲
蜜
認

｡
。
。
。
N言
〈

。
｡

瀞
峯
議
蕊
唾
邸
雲
車
堂
樫
員
冒
緋
朧
緤
奎
鶉
走
終
毒
諦
塞
驫
叶
按
口
謝
謹
墨
巨
||型
'皿
琴
睡

鄙
ﾖ蕊
雛
蜂
灘
葎
畠
毒
鴬
篭
識
螺
蕊
滕
環
椎
鐸
K鶴
墾
縫
鑪
細
暇

言
値
雪
当
辱
N遇
劇
鎧
農
遥
誤
詮
鷆
藤
蕊
謹
蕊
薄
鴎
瀞
謎
雛
講
謹
･

C
O
O
o
O
O
O
O

O
O
O
O
o

o
o
o
o
嶺
薫

屋
讃
i買
艤
畏
淵
+鰡
琲
惇
仁
講
轄
:雀
車
窒
臺
鑿
制
髄
誉
型
雲
午
謹
洋
蒋
篶
綱
窯
擢
許
擢
屋
志
|<匡
器
諜
尋
掴
拭
く
慧
導
縛
型

静
欝
皇
,穿
蕊
鑿
謨
噸
;蕊
瀬
篭
騨
請
駕
N惇
聿
雑
韓
蕊
く
曄
報
糾
腫
韓
誹
終
誰
礁
謹
逢

患
錨
軍
熟
蕊
達
学
熟
謹
蕊
穏
議
悲
進
州
く
椚
調
鍬
渭
窪
瀧
皇
線
雑
題
三
罰
綿

さ
睡
識
鯛
紬
b鼈
÷
<窩
罵
室
喜
N篝
鎧
騨
獺
轄
童
輔
瀧
叢
難
曲
蕊
諦
競
認
蕊

窒
蕊
蕊
：
曽
遥
淵
ﾛ謝
鯏
盤
"<煮
熊
昌
狸
黒
N璽
窯
堂
景
擢
喫
押
割
恭
堅
画
禅
善
型
籟
笥
謹
崇
抑
鵲
釦
輯
鵠
時
坐
騎

雲
･画
趣
窯
景
導
頭
弾
纈
搾
芸
誤
三
画
惇
裂
叡
皿
塞
識
灘
鑿
蕊
謝
蕊
鵠
慧
誰
謝
箪
，
璽
慧
謂
鯛
錐

信
捜
当
瑞
索
《
導
矧
陦
冨
鏡
越
口
誹
鵡
澤
洲
報
程
;総
型
謹
維
農
繁
侭
劃
鑿
鮮
識
蕊

識
§
縄
蕊
蕊
塞
熱
号
幅
率
強
遥
遥
塩
当
鎧
蕊
塁
匡
壷
隷
萱
菖
鑑
識

謹
識
騨
蕊
蕊
鼈
蟻
瀧
塁
錐
繼
辱
堂
信
駕
鯰
b鶴
撫
恥
ﾖmEU瀞
患
静
蕊

撫
喜
黒
雪
禽
辮
揮
但
巡
嫌
塞
認
睾
'
'課
針
鼠
澁
惇
'購
駕
淵
諦
恥
勧
蟹
蕊
ﾘ穏
灘
職
繍
尋
農

堂
慰
隷
ﾄ+<壜
，
冨
瞳
権
○
C

O
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ａ
も
Ⅱ
Ｏ
０
ｑ
ｊ
Ｒ
４
Ｉ
ｑ
ｎ
ｌ
も
■
Ｊ
ｌ
ｆ
０
Ｉ
Ｂ
Ｉ
ａ
も
ｆ
ｐ
Ｊ
Ｉ
９
ｆ
ｆ
■
剛
１
１

騰
記
倶
無

乞
食
而
苣

○
○
○
○
○
○

灯
魏
城
陽
王
兀
徽
例
爲
孝
莊
帝
註
計
殺
爾
朱
榮
後
爾
朱
兆
入
洛
害
孝
莊
巾
徽
惟
走
投
洛
陽
令
冠
川
女
仁
上
父
叔
兄
弟
三
人
爲

刺
史
皆
徽
之
刀
也
確
岬
碓
軸
拠
盤
幟
林
既
而
燗
朱
兆
朧
徽
鶴
戸
侯
肌
仁
遂
斬
徽
途
之
井
懸
共
金
百
斤
馬
五
十
匹
及
兆
得
徽
首

○
○
○
○
○
・
○
０
０

亦
不
賞
侯
兆
乃
夢
徽
日
我
金
二
百
斤
馬
百
匹
在
刷
仁
家
川
可
取
也
兆
晃
口
城
陽
家
本
互
常
昨
令
收
袖
口
無
金
銀
此
夢
或
避
至

０
Ｏ

○
Ｏ
○
○
○
○
Ｏ
○

暁
即
令
收
岨
曵
仁
良
又
見
徽
日
足
得
祁
報
美
肌
仁
欺
得
金
百
斤
馬
五
十
匹
兆
不
信
之
汕
仁
私
敏
戚
脇
符
金
三
十
斤
馬
数
匹
輪

、
ｌ
ノ
○
○
○
○
Ｃ
Ｏ

Ｏ
○

馴
宋
泰
始
元
年
江
州
長
史
郵
魂
立
刺
史
晋
安
王
子
助
爲
帝
以
露
乱
舞
珊
蝉
羅
醗
娠
犀
畢
怖
昨
麹
玩
初
南
郡
太
守
張
悦
得
罪
被
鍾

０
Ｏ
楊
都
及
溌
、
璃
赦
之
以
爲
冠
軍
將
軍
與
共
經
紀
軍
事
識
撚
唖
蝿
岬
誹
獅
緬
暢
岬
弛
織
岬
榊
蝉
癖
轆
酔
諦
聖
異
頻
既
敗
張
悦
僻
誰
乃

○
０
。
○
○
０
０
０
Ｊ
○
○
○
Ｊ
○
○
○
○
○
○
○
○
０
０
０
０

侭
稲
暴
疾
伏
甲
而
召
都
澆
醜
至
謂
之
日
卿
首
唱
此
謀
今
事
忽
突
計
將
安
川
碗
日
斬
晋
安
王
以
待
王
師
或
以
得
免
悦
怒
日
卿
始

口
刑
可
欲
寅
罪
少
帝
乎
識
抑
辨
舞
郵
岬
鋤
恥
華
郡
狩
邦
砿
岬
畦
剤
拠
謝
鍔
伽
麺
蝿
誠
舞
い
酔
叫
誹
柳
峰
鋤
獺
僻
孵
酎
嘩
幟
榊
嘘
命
斬
於

０
○

○
０
０
○

床
前
井
殺
共
子
以
溺
皿
降
五
年
悦
繼
疾
見
碗
潟
胸
遂
死
恥
秘
耐
華
犯
壷
舜
”
“
癖
淋
吋
紐
榧
到
魂
諏
瞬
岬
一
郷
苓
作

１
１
Ｊ
○
０
０
○

○
。
。
○
○
○
○
○
○
Ｏ
Ｏ

Ｏ
○
○
Ｏ

Ⅷ
齊
豫
章
王
洲
蕊
亡
後
忽
見
形
於
沈
文
季
口
我
病
未
應
死
皇
太
子
加
存
中
一
十
諏
蕊
我
不
途
莱
湯
中
復
加
藥
一
種
使
我
利
不

断
僻
”
鑛
幡
樟
塞
砥
準
岼
銅
仁
彗
や
睡
鋤
脅
岬
霧
祈
輌
轆
繩
睡
岼
稚
搾
挿
鋸
淋
垂
口
さ
諏
寿
禰
津
詐
避
躰
誰
當
判
此
事
史
懐
中
出
青
紙

文
書
示
文
季
云
與
卿
少
奮
爲
呈
主
上
也
俄
而
失
所
一
昨
一
文
李
惟
不
敢
傳
少
時
文
忠
太
子
癖
奉
認
識
麩
諦
酔
癖
蝿
來
郵
騨
幟
恥
群
嬬

文
書
珠
林
作
櫻

出
青
紙
丈
謹
ｃ敦

煙
本
還
錐
記
賤
巻
に
就
い
て

1

ｌ

ｌ

ｌ

Ｊ
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都
望
畏
醗
隠
隠
懸
や
思
窪
二
IJ
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1
111<

鶚
澤
搾
鐵
李
駕
蕊
堂
腰
躍
ご
窪
韓
国
澤
鰐
窯
N誉
篭
巽
罐
謹
謎
謎
諦
篭
鍵
鰻
蕊
沸

上
腿
111
十
目
。

罫
判

(錨
）
摂
汁
躍
爬
富
特
筆
等
惜
+t<侭
憩
割
E増
雌
冒
晉
瀧
蔚
特
。
識
弓
蛍
蓉
置
招
渭
漢
当
建
麗
韓
鑿
串
匿
（
巨
誇
簿
）
雷

鼬
三
術
骨
。

“心“侭恕蕊膿 熊維遥損娯馨坤 §蝉や属。Ｑ鵠 ら臘今や無坪Ｑ 篝堅堂且幻逆迷 当・い霊淵Ｑ霊 娯こ』瞳。詞、や料 写勇惠甑鼻や樫響 舟漿津〃割ｓＪＱ 蒋硲中辛哩塵鴬誰 堅Ｑ壕心卜旦灘緋 囑鞘廻毎く碧押↓ 岨謝嘩甜言器窒震 Ｑ筆、）Ｑ坤遥糾滞

Ⅳ獅隅鯉紘昼旦↓ 且いにヤ鰻判風豊 塞二弾弊Ｑ且ド緋 Ｐ得鼬窒川隠今里 炉鴇講押川鶯腫暑 穐辮篤皿Ｐ誉。珂 塙徽朧恒。僻心豐 鰹Ｋ９Ｑ軽撤櫓逆 Ｑ菫帥蔀当師や里 饗や蝉匿蝉，９終 倖Ｐ鴇ドペｊや雨 ９今程名暮雲挫ｇ 礎壜型旦押鮒？醤 Ｑ萱縛精。Ｑ制￥・〃

瞳剖欝藍皇推量Ｐ置

鐘絆ｅｇ四土騨ｏ鬼

灯種君Ⅳ侭隠潔昌悲

損ＳＦ一迫程く里心

乾“碁雲二興剖旦Ｎ硯

や毒旦露型緋鯉且崖

剖饗侭埋哨痙哩鼬・

心鱈Ｉ幹印Ｑ脚逆転

頤４Ｊ没９特進罫講 Ｐ衿“三Ｑ琴蕪Ｓ滞旦

函誤・言や潔書”廻

旦鶯塙Ｐ惇Ｑ鶚や寒 心量ｓ名坤当晏巖・

蝉Ｑ禅旦淵旦苦・峠挫

壜に名饒髄穂鞘鑿・ 卦雷§Ｑ９介謝Ｑ得

Ｑ〃廷当禅逆や豊Ｐ

判や〕。偉祭采垣維

心撒易岬Ｑ緋
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釧

凹

Ⅱ

評

川
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０
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１
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Ｉ

Ｉ
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Ｉ

Ｉ
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Ｉ

Ｉ

１

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

４

Ｉ

Ｉ

ｊ

０
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１

Ｉ

Ｉ

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

０

１

’

Ⅱ

ｌ

ｑ

Ⅱ
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‐

１

‐

Ｊ

１

ｊ

ｊ

Ⅱ

ｑ

ｄ

ｑ

３

１

．

１

１

１

１

條
に
於
て
九
眞
太
守
を
元
腫
太
守
と
誤
っ
た
ｈ
‘
榔
琉
い
條
に
於
て
栄
泰
始
元
年
を
泰
初
元
年
（
或
は
忌
避
法
？
）
と
記
す

な
ど
尚
粘
細
に
吟
味
す
る
時
は
礎
雀
本
に
よ
っ
て
現
行
の
遼
竃
記
や
珠
林
・
厭
記
の
引
川
の
恢
文
を
是
正
す
る
庭
が
少
く
な

い
と
考
え
る
が
、
今
は
主
な
ろ
二
三
の
智
例
淀
畢
ぐ
る
に
止
め
、
精
細
な
る
比
較
校
勘
は
他
日
粘
刻
本
を
手
に
し
た
る
時
に

誰
る
事
と
す
る
。
（
昭
和
十
二
年
十
一
月
十
日
）
。

述
し
て
李
班
と
の
繼
承
關
係
か
閑
却
し
て
ゐ
ろ
。
礒
巻
は
此
の
間
の
事
情
孝
説
明
し
て
、

杢
雄
既
王
秘
蜀
。
塘
岡
千
期
（
壼
李
鴦
嗣
）
又
次
白
赤
。
輌
從
知
奔
醜
噸
溌
廃
斌
、
部
公
。
霊
饗
之
而
壽
白
立
。

と
あ
っ
て
、
文
は
冗
漫
で
も
、
明
に
李
蜀
の
史
涜
辛
略
堂
誤
な
く
陣
へ
て
ゐ
ろ
。
叉
其
の
後
文
に
杢
毒
狼
州
猜
忌
。
僕
射
蕊

輌
雲
。
以
箙
直
杵
旨
。
溌
訣
才
。
如
鎌
篝
病
ｐ
栢
貝
杢
期
・
蕊
射
而
侭
崇
云
登
上
あ
る
が
、
珠
桃
縣
記
や
肺
臓
の
誹
本
に
は

催
射
禁
與
浄
俊
射
薬
射
に
作
っ
て
ゐ
る
。
吾
書
に
擦
る
Ｊ
李
靜
が
蜀
王
と
な
る
や
左
右
榧
射
の
薬
典
・
杢
疑
等
が
旨
に
杵
っ

て
謙
識
き
れ
た
と
あ
る
か
ら
、
此
虚
に
蕊
射
と
あ
ろ
は
疑
も
な
く
蕊
朧
射
の
脱
誤
で
蕊
與
（
或
は
蕊
興
）
〃
意
味
す
る
も
の

で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
窪
巻
木
は
此
虎
で
も
明
か
に
仙
禅
に
比
し
て
原
書
の
記
載
に
近
い
や
ら
で
あ
る
。
次
に
郷
碗
の
條
に

於
て
も
珠
林
や
陳
・
虚
の
諸
本
は

（
前
略
）
今
事
忽
突
（
庇
記
作
今
事
念
英
）
・
計
將
安
出
。
現
日
。
斬
晋
安
王
以
待
王
師
。
或
以
得
免
。
悦
怒
日
。
云
名

と
い
ふ
二
十
五
字
の
句
浄
脱
し
て
誰
だ
全
文
辛
晦
樅
難
解
友
ら
し
め
て
ぞ
ろ
。
筒
、
此
の
外
珠
林
や
陳
秘
笈
木
が
諸
葛
調
の

敦
煙
本
澁
苑
記
礁
経
に
就
い
て

一

三
九

l

l

l

I
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